
大月関平（おおつき　せきへい）　1778-1850

左の漫画版『大月関平伝』は芝村哲三氏の原作で、
平成二十六年に発行されました。
以下の文章はこの本を基にしています。
原作者の芝村哲三氏に心より感謝申し上げます。

監修：八木淳夫先生
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　関平が執筆にとりかかったのは、4年後の39歳の時だった。それまで、伊勢の国
に残る塚原卜伝の遺跡や足跡伝承の地を訪ねた。雲

ウ

林
ジ

院
イ

・瀬の里、長
チョウ

徳
トク

寺
ジ

（三重県津
市芸濃町）卜伝は永禄2年（1559）の秋ごろこの地に来られ、しばらく滞在して土地
の若者に剣を教え、禅の修業もされました。卜伝はこの地を去る時、再びこの地を
訪れることはなかろうと言い記念に位牌を作りました。文化13年（1816）関平は
吉川常

ツネ

應
マサ

より命じられている兵法記述の資料集めの為、３回目の鹿島行きを思い
立った。この時の鹿島での生活は常應と共に蔵に入り古書の解読。常應の嗣

シ

子
シ

（長
男）文司への稽古や学問（鹿島新当流）が文武の師となっていた。常應に“この本の
解読が終わったら、亀山へ帰ります。そして、鹿島神剣鹿島新当流のすべての記述
を本年から着手致します”と伝えた。それから、2年後の文政元年（1818）9月10日
吉川常應はこの世を去りました。

第三章　唯授一人

　その年亀山に帰国した関平は大事業に取りかかった。本のタイトルは「兵法自観照」とし、後にその時の心
境を記している。『夫

ソ

れ自観照とは、予
ヨ

、多年兵法に心を尽し、自考する処の迷ひの夢を書きつらねる処
トコロ

也
ナリ

、自
観照の3字を以て題号とする。所

ユ

以
エン

如
イカ

何
ガ

となれば、自
ミズカ

ら当流の本源を観
カンガミ

てその事
ジ

理
リ

を照
テラ

して、以て自観照と
云
イウ

也
ナリ

』「兵法自観照」は大月関平が20数年を費やして書きあげたもので21巻付
フ

篇
ヘン

を加えると全25巻となる。
跡継ぎの文司は天保5年（1834）7月13日34歳の若さで亡くなった。鹿島新当流の吉川家は常應の弟にあた
る常

ツネ

彦
ヒコ

の子邨
ムラ

司
ジ

を吉川家の後継者に決め、邨司は亀山の関平のところへ修業に行くことになった。天保12
年（1841）邨司21歳。吉川教

ノリ

仲
ナカ

常彦の嫡男・東一郎邨司は関平からの指導を受ける為に亀山大月関平邸を訪
れた。そして、鹿島神宮宮司よりの書簡及び父常彦よりの書状を渡した。
　この時関平は64歳になっていた。関平の邨司に対する稽古は「兵法自観照」の中の指示した項を読ませ、
読み取った項を実技で教える。関平が邨司にとった教え方は最短、最良の会得方法であった。
　天保13年（1842）関平の奨めもあって邨司は伊勢神宮や塚原卜伝の遺跡を訪ねた。伊勢神宮より帰った
翌日邨司は関平に呼ばれ、明朝奥

オウ

旨
シ

伝法の秘伝を伝えるとともに「唯
ユイ

授
ジュ

一
イチ

人
ニン

」の名跡を吉川宗
ソウ

家
ケ

にお返しす
ると話した。翌2月初

ハツ

午
ウマ

、早朝「唯授一人」の儀式は始まった。関平その時65歳邨司21歳であった。
　天保13年2月16日邨司は「兵法自観照21巻、付篇4巻」を持ち、鹿島へ帰途についた。
　関平は嘉

カ

永
エイ

3年（1850）3月18日逝去　74歳であった。

第四章　兵法自観照

長徳寺（塚原卜伝の位牌）
◆興味ある方へ◆
津市芸濃総合支所観光事業担当
へ確認してください
☎059-229-3234

～亀山史跡を体感しよう！！～
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理事会だより
平成28年4月から7月に開催しました理事会の概要をお知らせいたします。

【委員会報告】
○就業開拓委員会
　・ほほえみ農園について
○広報委員会
　・微笑み第22号5月発行の原稿内容について

【議　事】
○会員の入会承認について　入会者7名承認
○平成27年度収支補正予算について　承認
○平成28年度定時総会議案事項について　承認
○会員表彰の決定について　承認
○�平成27年度事業実績報告及び収支決算見込み
について

【その他】
○平成28年3月末の就業実績について
○亀山市介護予防普及啓発事業委託について

第１回　理事会（4月20日）

○職務執行状況について報告
【委員会報告】
○就業開拓委員会
　・ほほえみ農園の野菜収穫・販売計画について
○広報委員会
　・微笑み第23号7月発行の原稿内容について
○福祉委員会
　・いきいきフェスタについて
　・福祉家事援助について

【議　事】
○会員の入会承認について　入会者5名承認

【その他】
○平成28年5月末就業実績について

第3回　理事会（6月20日）

【委員会報告】
○広報委員会
　・微笑み第22号5月発行の校正について
　・第23号7月発行の原稿内容について

【議　事】
○会員の入会承認について　入会者4名承認
○平成28年度定時総会について
○設立20周年記念式典について

【その他】
〇平成28年4月末の就業実績について

第2回　理事会（5月20日）

【委員会報告】
○広報委員会
　・微笑み第23号7月発行の校正について
　・第24号9月発行の原稿内容について
○安全・適正就業委員会
　・平成28年度活動計画について
　・7月安全就業月間・安全パトロール実施に
　�ついて
○就業開拓委員会
　・会員増員計画について

【議　事】
○会員の入会承認について　入会者3名承認

【その他】
○平成28年6月末就業実績について

第4回　理事会（7月15日）
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委員会だより

シルバー派遣事業

安全委員会

平成28年4月～８月事故発生状況（4件）

　7月は安全就業月間で、4回の安全パトロール（7月7日・14日・21日・28日）を行い会員の
安全就業を確認したところ指摘事項もなく、今までの効果が現れたと安心致しました。
　また、三重県シルバー人材センター主催の安全就業推進大会に出席し、決められた事を守
るということがいかに大切であるか再認識し無事故を目指し、会員と話し合っていきます。
　ペナルティ関係は事故を起こした会員の事情聴取を行い、1件の始末書を作成して今後
の取り組み方を話し合いました。

　平成28年度上期の派遣事業については、会員拡大と就業機
会の拡大に繋げるため、市内事業所へ派遣事業のPR実施を
行いました。
　現在、委託契約を頂いている約30社の企業にも、パンフ
レット等を活用してPRを積極的に実施した結果、新たな受
注を頂いた企業様もあります。
　またその他の取り組みとしては、商工会議所や大手企業を
訪問、ホームページリニューアル等、幅広いPR活動を展開し
ています。ホームページからの問い合わせもあり、リニュー
アル効果も徐々に出て来ました。

シルバー派遣事業実績状況
　○派遣登録会員数　6名（28年3月）→12名（28年7月現在）
　○派遣契約先　　　5件（28年3月）→8件（28年7月現在）

6月 草刈り機で窓ガラスを破損 7月 パッカー車のバックランプを擁壁に接触し破損
6月 草刈り機で窓ガラスを破損 7月 就業後帰宅途中、自損事故に遭い胸を打撲
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いばら餅（どっかん餅）づくり

ほほえみ農園

　6月17日（金）　サークル「氣」会員によるいばら（どっかん）餅作りを青少年研修センター料理教
室にて実施しました。9時～12時の予定でしたが、早い人達は材料の仕込みで8時から頑張っていた
だいておりました。会員28名中18名の参加（女性10名、男性8名）があり、当日朝は雨上がりで外気
はひんやりどんより曇り空。沖縄は、昨日梅雨明けになったけど、ここはまだまだ、それなりに過ご
しやすい時期でもあります。料理教室内はムッとした熱気の中、ワイワイガヤガヤと活気に溢れ、認
知症なんてどこ吹く風!!　11時過ぎにはいばら餅も出来上がり、みんなで豆ごはん、吸い物、いばら
餅を頂き、ごちそうさまでした。

　7月23日(土)　朝8時30分からほほえみ農園の草取りです。当日は9名の方が参加してそれまで
600本余も収穫出来たトウモロコシの立ち枯れした茎を、根っこから引き抜き、積み重ねて堆肥作
りをしました。作業は11時過ぎに終了し、秋～冬野菜作りの段取りを終えました。

　7月27日(水)　前日まで雨が多くひょっとしたら朝採り、事務所前での対面販売は中止になるの
ではないかと心配されましたが、朝方には雨も上がり予定通り販売出来ました。

収穫後の作業　汗　汗　汗
雑談しながら楽しいひと時で～す 看板を設置しました

朝8時から「収穫と洗浄・袋詰め作業」
ゴーヤ・オクラ・ししとう・なす他9時
からの対面販売に向けて大忙し ! ! ! ! 9時から対面販売

お買い上げありがとうございます
♥♥♥

当シルバー人材センター玄関前
対面販売の看板/新鮮野菜販売の、
のぼりを作りました
対面販売は毎週水曜日9時～
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●　6/14　川崎コミュニティーセンターにおいて川崎地区の例会が開催されました。
　　�当日はサポーター3名、タブレット会員7名、事務局から1名の計11名が出席して未病倶楽部及

びインターネット機能を学びました。　（川崎地区例会　毎月第二火曜日�10時～12時）

●　7/22　あいあい会議室において7月度の例会がありました。
　　今回は、新たに自動機器の紹介と体験がシャープ（株）主催でありました。
　　内容はBluetooth（活動量計）を内蔵した”電子体温計・体重計・血圧計”の紹介です。
　　これらは、それぞれ測定された数値が自動でタブレットに転送されるものです。
　　これまでは手入力でしたが、測定⇒自動入力と簡単になりました。
　　※タブレット会員の方へ　【体温計・体重計・血圧計】ご希望の方は
　　　タブレット担当の明石・渡瀬　職員までご連絡下さい
　　　☎　0595―96―8641（生活支援サービス受付）

亀山QOL支援モデル事業

友愛だより

6/14　川崎地区タブレット例会
　　 （川崎コミュニティー）

7/22　7月例会(あいあい会議室）
宮坂サポーターによる健康体操　

血圧計

体重計

サークル紹介

ご存知ですか？「友愛」の見舞給付

所定の様式がありますので給付の申請をしてください。
また、同じ就業先の会員さんや同じ町内の会員さんが入院などした場合、
事務局まで報告をお願いします。

サークル名 代表者 人数
歩こう会 渡邉　健二 20名
何でも撮ろう会 嶋　　弘幸 10名
書道 横山　亮二 10名
ゴルフ愛好会 鍬田　秀和 13名
サークル“氣” 平澤　鋼三 25名

会員が１か月以上病気等で入院加療中のとき 見舞金 10,000円
会員の就業中による怪我で2週間以上入院加療中のとき 見舞金 10,000円
会員が死亡したとき 弔慰金 10,000円
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<入会説明会のお知らせ> ☆午前10時から約2時間ほど

☆亀山市シルバー人材センター2階会議室

☆�亀山市内在住で原則として60歳以上の方で働く意欲のある方
09月21日(水)　10月5日(水)
10月19日(水)　11月2日(水)

<7月31日現在>
会員

男 197名

女 83名

合計 280名

就業実績
状況

5月末累計 7月末累計
受託件数 契約金額(円) 受託件数 契約金額(円)

公共事業 73 15,405,400 255 38,210,446
企業 108 10,163,810 232 24,462,137
家庭 219 3,588,551 503 8,096,112
小計 400 29,157,761 990 70,768,695

「微笑みNo.24」(公社)亀山市シルバー人材センター　〒519-0125　亀山市東町1丁目1番7号　tel　82-8512　fax　84-2556
　　　　　　　　　　  http://webc.sjc.ne.jp/miekameyama/

事務局からのお知らせ

シルバーの日

平成28年10月15日（土）
　10月第3土曜日を「三重県シルバーの日」
としています。
　当センターも10月15日（土）を「シルバーの日」
として、奉仕活動を実施致します。
　詳細は後日お知らせいたします。

いきいきフェスタ2016

平成28年10月20日（木）
　介護・生活支援・子育て支援など地域を支え、社会に貢献する事業に積極的に取り組んでいます。
　三重県総合文化センター「多目的ホール・レセプションルーム」にて三重県下のシルバーが一斉
に集まり様々な取り組みを紹介する場となっております。
　当センターはアトラクションでソーラン節を会員さんが踊ります。また作品展示をおこないま
すのでどうぞ時間がございましたら、是非会場まで足を運んでください。

あいあい祭り

平成28年10月16日（日）
　「健康・福祉・緑化」をテーマにした祭りが
総合保健福祉センター・あいあいで開催され
ます。
　ほほえみ農園で採れた野菜の即売や子ど
もの遊び場を提供する予定です。
　皆様、時間がございましたら、是非会場ま
で足を運んでください。

　家で手作りされている、小物や人形などございましたら、いきいきフェ
スタで展示しませんか？　ありましたら事務局までご連絡ください。
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